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This paper describes the design of the presentation support system using 
autonomous agents. The usぽ of出issystem can reduce the work to make the 
slides of presentation with the autonomous agents， so，出euser gets the visual 
expressioIl e百'ectswhich are easily incorporated into the presentation. The results 
of implementation indicate that which this support system， making slides using 
autonomous agent took about only 30 minutes for a 15-minutes-presentation. 
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$chslide AniN o. 
文法はこの様になる。通常はランダムで使用するアニメーションが決定される。アニメーションを指定
したい場合は引数としてアニメーションナンバーを指定する。
105 
$executeコマンド
$executeはプログラム実行コマンドである。このコマンドを発表設定原稿に記述することにより、
キャラクタエージェン卜に外部アプリケーションを実行させることが出来る。
$executeプログラム名
文法はこの様になる。プログラムへのパスは、プレゼンテーションデータファイルからの相対パスで指
定する。(絶対パスでも可)
$cursorコマンド
$cursorは強調コマンドである。このコマンドを発表設定原稿に記述することにより、ポインタの形
状を変化させる支援を行わせることが出来る。
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